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Current status of veterinary forensic science in Japan

TOKUMA YANAI1），2）

1） The Institute of Veterinary Forensic Science, 241 Kawanishi, Shobara-shi, 

Hiroshima 729-5813, Japan

2） Hiwa Natural History Museum, 119-1 Hiwa, Shobara-shi, Hiroshima 

727-0301, Japan

Abstract

　In Japan, forensic medicine was established in the early 1900s to investigate potential 

criminal activities. However, only a few veterinary courses in forensic science are 

available, and the training of forensic specialists has lagged. This study aimed to review 

the current status of veterinary forensic medicine in Japan. Veterinary forensics has 

recently been established, along with the publication of textbooks on animal abuse 

and wildlife forensics. Veterinary forensics can be broadly divided into the following 

categories: 1） criminal science, which includes the identification of animal abuse and 

neglect, and the responses to lawsuits; 2） monitoring of food safety and zoonosis; 

and 3） determination of the cause of death to support wildlife conservation efforts 

（wildlife forensics）. The target animal species include mammals, reptiles, amphibians, 

and honeybees. To elucidate animal abuse, postmortem computed tomography and 

histopathological examinations are employed to determine the factors that lead to death.
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ワンヘルスの啓発とその成果について

平野　政敏
広島県獣医師会東広島支部

（〒 739-2208　広島県東広島市河内町入野 4203）

活動報告

1．はじめに
近年，気候変動，温暖化が世界的に進んでいる．エ
ルニーニョやラニーニヤにかかわらず，大雨，台風，
猛暑等を身近に感じている．これらは，人間活動が原
因であり，温暖化の影響を受け，地球的リスクは，
ヒートアイランド，食糧不足，降雨量の減少，洪水，
生態系への影響，海面上昇，感染症のアウトブレイ
ク，森林火災の増大，ヒトへの健康等が発生してい
る．中でも，あらゆる災害が甚大化し，復旧には多額
の経済的な損失と多くの人的な協力が求められてい
る．
我々の日常の生活が，地球温暖化の原因となり，環
境破壊（汚染），気候危機（気候変動），生物多様性の
喪失（生態系の危機）が発生し，これら 3つの危機
は，相互に関連し，環境リスクと世界的な経済損失を
増大させている．
感染症を取り巻く状況は，世界的な趨勢として，人
口は右肩傾向であり，人々の移動も増加の一途であ
る．さらに集団的な生活様式，食習慣・性習慣，自然
環境の破壊，ヒトと動物の距離の接近等，ひとたび感
染症がアウトブレイクすれば，パンデミックの可能性
も否定できない．
これら感染症対策は，感染源・感染経路・感受性者
対策が重要であり，個人の対策として衛生対策や予防
接種であり，社会全体として環境の整備・感染症発生
時の拡大防止が求められている．また，国内外の感染
症に関する情報を収集・分析し，その情報を還元・発
信する感染症のサーベイランスが重要であり，個人情
報に配慮しながら，情報を共有しなければならない．
今，新たな概念として，「ワンヘルス」の実践が求
められ，今回の COVID-19のパンデミックもその一
因となっている．新型コロナウイルス感染症は，世界
の感染者数は，　WHOの 2024年 5月までの集計で
は，感染者数 7億 6,000万人，死亡者数 690万人に
及んでおり，次の第二，第三のパンデミックスを防ぐ
キーワドは「ワンヘルス」であるといわれている．

2．「ワンヘルス」とは？
人と動物の健康と環境の健全性は，生態系の中で相
互に密接につながり，強く影響しあっている．これら
の健全な状態を一体的に守らなければならない．これ
が「ワンヘルス」の理念とされている．

3．「ワンヘルス」の構成
「ワンヘルス」の 6項目は以下のとおりである．
① ヒトと動物の共通感染症対策
主な対策は，手洗い，咳エチケット，口腔ケアによ
る感染予防，ペットの衛生管理・予防接種，ダニ対策
等で，直近の感染症の発生は，75％が，新興動物由
来感染症であり，累積発生数は増加傾向にある．ひと
たびアウトブレイクとなれば，新型コロナウイルス感
染症に見られたような甚大な被害が予想されている．
② 薬剤耐性菌対策
用法用量を守った薬の服用，薬を飲み切る・あげな
い・残さない等が大切であり，薬剤耐性菌の問題は，
世界的に喫緊の課題として，「グローバル・アクショ
ンプラン」に示され，締約国はそれぞれ国情に応じ
て，「アクションプラン」を作成し，目標に向けて対
応している．特に，アジアを中心にセファロスポリン
耐性菌によるリスクが増大しており，世界的にも大き
な問題となっている．
③ 環境保護
自家用車の使用を控える，排気ガスの削減，節電・
省エネに努める，ごみのポイすて防止等で，森林は，
二酸化炭素を吸収するばかりでなく，森林浴に見られ
るように，人々の健康や精神面の回復に寄与してい
る．しかしながら，一方では，二酸化炭素の排出量は
増加傾向にあり，温暖化が助長され，それにより，災
害も酷くなっている．
④ ヒトと動物の共生社会づくり
ペットの予防接種や健康診断，マイクロチップの活
用，野生動物の餌付け禁止等．動物は，人間が生活す
るうえで，「ヒューマン・アニマルボンド」に見られ
るように，潤いや癒しを与えてくれている．また，
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「アニマルセラピー」といった動物から教わることも
たくさんあり，それを人間社会に応用することによ
り，心豊かな平和な社会の構築に，貢献している．
⑤ 健康づくり
ハイキング等で自然との触れ合い，森林浴，動物
園・水族館に出かける等，それぞれの生活スタイルに
合った行動が求められている．
⑥ 環境とヒトと動物のより良き関係づくり
地元の食べ物を積極的に食べる．食品ロスの削減．
食育等で，食については，「安全・安心」が本来人間
の生活する上の基盤であり，食習慣により，健康が左
右されることは，周知の事実であり，加えて，精神的
な面と社会的な部分は不可欠な要素となっている．

「ワンヘルス」は，崇高な概念であるが，現代社会
の戦争・欲望・野心・経済優先構造・競争社会・権力
等には馴染めないところがあり，あまりにも，現実と
乖離している．これらのように，要所々々で，適宜
「ワンヘルス」を適用すれば，発生や多大な損害を抑
えられ，人的・経済的な被害が軽減されるということ
になる．広島県獣医師会東広島支部では「FM東広島」
の放送で「ワンヘルス」の周知を図るとともに，啓発
チラシの作成・配布，ホームページでの啓発，「ワン
ヘルスの森」，「ワンヘルスの田んぼ」と順次啓発を
行ってきた．

4．啓発の方法
① FM東広島

2つの音源があり，毎日，交互に時間帯を変えて，
放送している．
〖パターン 1〗
 　ヒトの健康，動物の健康，そして環境をひとつの
ものとして守っていこうという考えを「ワンヘル
ス」といいます．動物にとって暮らしやすい環境を
守ることは，人にとっても健康で安全に暮らせる環
境を作ることにつながります．
〖パターン 2〗
 　私たちの生活は便利で快適になった一方，環境破
壊などを起こしており，人と動物の健康，環境保
全，これを一体的に守る「ワンヘルス」の取り組み
が，重要で，安全に暮せる環境作りが大切と考えら
れます．
②「ワンヘルス」のチラシ
現状を説明し，「ワンヘルス」の必要性，「ワンヘル
ス」を構成する 6項目の概略，ホームページの URL，
問い合わせ先などを記載している．
③ ホームページ
「ワンヘルス」に関する，経緯，動向，進捗状況，

PDFによるパワーポインによる説明等を行っている．
（http://www.kamon.ne.jp/~veterinary/）

④「ワンヘルスの田んぼ」
20年近く，無農薬で米を栽培しており，田の中に

は，ミジンコ，水生昆虫，豊年エビ，カエル等多くの
生き物が生息し，カエルを食べにシラサギ・アオサ
ギ・時々コウノトリも飛来している．生物多様性の宝
庫であり，食物連鎖を考えれば，「ワンヘルス」と言
える．田の入り口に，啓発看板を掲げている（写真 1）．

⑤「ワンヘルスの森」
遊歩道があり短いが，歩きやすく，森は，フィッテ
ンチッドにみられるように，森林浴に適し，健康には
有益な効果が期待できる．入口に看板を掲げている
（写真 2）．

5．活動成績
① FM東広島
音源は 2種類あり，交互に毎日交代で放送を始め

て，かれこれ 2年になろうとしている．アンケート
を実施した結果をみると，聴取している対象は，やや
女性の方が多く，年齢は，20代，30代，40代，50
代，と大差はなく，音源はラジオで，主に車の中で聞
かれており，時間帯を変えて，毎日，放送することか
ら，効果はあると思われる．
②「ワンヘルスのチラシ」
経費の点を考慮して，チラシは自作，東広島市役所

写真1　ワンヘルスの田んぼ（看板）

写真2　ワンヘルスの森
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の環境衛生課，教育委員会，動物病院，37か所の地
域センターに置いてもらっている．啓発効果も感じら
れ，引き続き継続していきたいと考えている．
③「ホームページによる啓発」
効果はいまだ，限定的で，今後に期待したいところ
である．専用の「ワンヘルス」のボタンをクリックす
ると，掲載内容が展開できる．
④「ワンヘルスの田んぼ」
散歩や犬の散歩等で，啓発看板を見て，時々，問い
合わせがあるが，問い合わせの数から効果は少ないと
感じている．
⑤「ワンヘルスの森」
遊歩道があり，長さも短い．里山の山側に位置する
ことから，人目に付きにくく，啓発効果は，全く感じ
られない．

6．考　察
以上のことから，啓発効果は，いまだ十分とは言え
ず，今後，引き続き啓発活動を行っていきたいと考え
ている．
令和 10年には，福岡に「ワンヘルスセンター」が
開設予定であると聞いている．これは，アメリカの
CDCに相当し，日本での農研機構の動物衛生研究所
と国立感染症研究所が合体したような施設となるよう

である．それにより，感染症の発生・まん延防止を図
るために，サーベイランスを駆使し，事前予知によっ
て，適切な対応が取れることとなる．また，併せて，
伴侶動物，展示動物，野生動物の衛生対策ができる施
設となり，薬剤耐性菌のサーベイランス事業も行なわ
れる．完成すれば，我々も指導を受けながら，できる
ところからワンヘルス活動を実施していきたいと考え
ている．また，一昨年，「ワンヘルス福岡オフィス」
が出来たことから，世界で流行している感染症の事前
予知や情報を受け，ホームページ等からも発信の予定
である．
今後の取り組みとしては，学校等でのワンヘルス教
育，専門家（医師，歯科医師，薬剤師，環境専門家な
ど）との連携や法律（条例）の施行も必要と考えてい
る．（法律の制定には，厚生労働省・農林水産省・環
境省とまたがり，難しい面があるが，県市町村での条
例の制定は，小回りがきくので制定しやすいと思われ
る）．

7．引用資料
1） 第 40回日本獣医師会獣医学術学会年次大会，第

21回アジア獣医師会（FAVA）大会をベースとし
た，福岡県の先進的な取り組み．
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産業動物部会事業情報

玉野　光博，児玉　幸子（広島県獣医師会産業動物部会事務局）

活動報告

広島県獣医師会産業動物部会は，部会会員相互の産
業動物獣医学等に関する新しい知識及び技術の習得を
図り，もって獣医学術の発展に寄与することを目的に
講習会・研修会等を企画し開催しています．最近で
は，部会会員を対象に行った R4アンケート調査結果
を基に次のようなテーマについて研修会を開催してい
ます．

（上位 3項目）
①産業動物の展望　②畜産を取りまく情勢　③新興感
染症の発生状況と対策

1　令和 5年度研修会
令和 5年 12月 9日（土）に広島県立総合体育館中

会議室において，2名の講師を招き，代替タンパク質
を取り巻く取組について，対面での講演会を開催しま
した．
【講演①】
テーマ： ゲノム編集による水産物の品種改良とタンパ

ク質クライシス
講　師： リージョナルフィッシュ株式会社　代表取締

役社長　梅川忠典氏
略　歴： 京都大学大学院経営管理教育部修了後，デト

ロイトトーマツコンサルティング株式会社に
て経営コンサルタント業務に従事

　　　 株式会社産業革新機構に転職，企業に対する
バイアウト投資及び投資先の経営に従事

　　　 リージョナルフィッシュ株式会社を設立，代
表取締役社長に就任

アンケート調査結果（令和4年度）

内　容： 現在流通している農産物や畜産物のほとんど
は品種改良されている一方で，水産物では天
然物に価値がおかれほとんど品種改良が進ん
でいない状況にあること，ゲノム編集技術を
利用し，食品安全上問題がなく生物多様性に
も影響がない水産物の品種改良に成功したこ
となど，タンパク質を取り巻く状況や最新の
取組状況について御講演をいただきました．

【講演②】
テーマ： 循環型食品としての食用コオロギの可能性
講　師： 株式会社グリラス　代表取締役社長　渡邉崇

人氏
略　歴： 徳島大学大学院博士後期課程修了後，徳島大

学農工商連携センター特任教授等を務める
　　　　 株式会社グリラスを設立，代表取締役社長・

CEOに就任
内　容： 近い将来タンパク質クライシスが到来すると

いわれている中で，環境負荷の大きい畜産に
代わり国際的に培養肉，植物肉及び昆虫が着
目されていること，コオロギを次世代タンパ
ク源とし食料を循環生産するための取組状況
について御講演をいただきました．

【講演会：梅川先生】
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世界的に持続可能な資源循環型フードシステムの取
組が進み，代替タンパク質への関心がますます高まっ
ている今日において，畜産分野でタンパク質供給源に
日々従事している我々産業動物獣医師が，家畜による
動物性タンパク質供給の将来像について考える大変よ
い機会をいただきました．

2　令和 6年度研修会
広島県家畜衛生職員会と共催で，令和 6年 11月 9

日（土）に広島 YMCA国際文化センター会議室にお
いて，ヨーネ病の新たな検査方法について，対面・
WEB併用での講演会を開催しました．
【講演】
テーマ：ヨーネ病のスクリーニング検査について
講　師： 国立研究開発法人　農業・食品産業技術総合

研究機構動物衛生研究部門　川治聡子氏
略　歴： 帯広大学獣医学科卒業後，埼玉県家畜保健衛

生所に勤務
　　　　 埼玉県を退職後，シドニー大学博士課程へ留

学
　　　　 シドニー大学博士課程修了後，農研機構動物

衛生研究部門へ入職

【講演会：渡邉先生】

内　容： 牛等の家畜伝染病であるヨーネ病の発生農場
における摘発撲滅が困難な理由やその対策，
新たな診断方法などについて，詳細なデータ
を用いて御講演をいただきました．

ヨーネ病の病態や発生機序といった基本的な事柄か
ら，野生動物（シカ）への浸潤状況，実験感染牛にお
ける排菌パターンなど最新の知見を得ることができま
した．また，広島県へヨーネ病を入れないための対策
や検査方法など現場で役立つ情報も学ぶことができ，
大変勉強になりました．

産業動物部会では，これらのような産業動物部会独
自や家畜衛生職員会と共催の研修会の他，各団体と連
携した研修等も行っています．令和 6年 9月には，
一般社団法人広島県畜産協会及び公益社団法人日本獣
医師会と連携し，岩手大学農学部の村上賢治教授及び
広島市食肉衛生検査所の西村崇志先生をお招きし，牛
伝染性リンパ腫の発生状況や対策について，御講演を
いただきました．
講演には牛飼養農家や各種団体を含む約 50名が参
加するなど関心の高さが窺えました．
本部会は，今後も引き続き産業動物をとりまく世界
的な動向を注視し，本県の畜産業の発展に寄与する活
動に取り組んで参ります．
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平素よりお世話になっております．コロナウイルス
感染症が 5類に移行してもう 2年近く経過しようと
しています．「インフルエンザ」罹患は従来通り耳に
しますが「コロナ」の単語は聞く機会がめっきり減り
ました．学会も完全対面にもどり今年度も沢山の先生
に発表，投稿していただきました．心より感謝いたし
ます．
さて，この度編集後記を初めて担当することとなり
ました．小動物臨床獣医師になって 20年以上経過い
たしました．間で研究のため大学勤務や医学部ではあ
りますが大学院に在籍して基礎研究や論文作成を頑
張っていた時間もありました．結果助教，院生あわせ
て 8年も臨床から離れてしまい，無駄に過ごしてし
まったかと若干後悔しておりました．が，学位取得者
であるということと，義父が編集委員であっただけで
委員に推薦していただき，毎回他の先生の報告を新鮮
な状態でみさせていただいており，本当に勉強になっ
ております．
今年度は編集会議の中で，会員外の先生から本誌に

掲載させていただきたいという依頼があったことに関
して，規定の見直しが話合われる時間がありました．
本雑誌は，著名なインパクトファクターの高い雑誌で
はないです．しかし，日本語での投稿が可能で敷居が
低く，若手の雑誌投稿への足がかりや，日常のちょっ
とした知見や研究のまとめを投稿していただくには程
よい位置付けかなと思います．引き続き，本雑誌への
投稿協力をよろしくお願い申し上げます．
最後に，令和 6年 10月 19日，20日に松江テルサ
で開催された獣医学術中国地区学会において，産業動
物部門から金子宗平先生の「肝機能指数を応用した酪
農牛群での移行期管理の評価方法の検討」．小動物部
門から田村慎司先生の「犬の胸髄くも膜憩室に対して
新しい手術法『くも膜置換術』を実施した 6症例の
長期予後」．公衆衛生部門から岡秀俊先生の「広島県
動物愛護センターにおける個人譲渡率向上のための取
り組み」が優秀演題に選ばれましたのでご報告いたし
ます．

 （筆耕担当：小動物部門　柴﨑　桃子）

〈学会開催のご案内〉

１）第65回広島県獣医学術学会
　　日時：令和７年８月24日（日）
　　場所：ホテルグランヴィア広島
　　　　　広島市南区松原町１番５号　☎082-262-1111
２）令和７年度獣医学術中国地区学会
　　日時：令和７年10月11日（土）〜10月12日（日）
　　場所：岡山コンベンションセンター
　　　　　岡山市北区駅元町14番１号　☎086-214-1000
３）第43回日本獣医師会獣医学術学会年次大会（令和７年度）
　　日時：令和８年４月21日（火）〜４月24日（金）
　　場所：東京国際フォーラム
　　　　　東京都千代田区丸の内三丁目５番１号
　　問い合わせ先：公益社団法人日本獣医師会
　　　　　　　　　東京都港区南青山一丁目１番１号　新青山ビル西館23階
　　　　　　　　　☎03-3475-1601　FAX 03-3475-1604
４）第41回世界獣医師会大会
　　日時：2026年４月21日（火）〜４月24日（金）
　　場所：東京国際フォーラム
　　　　　東京都千代田区丸の内三丁目５番１号
　　問い合わせ先：公益社団法人日本獣医師会
　　　　　　　　　東京都港区南青山一丁目１番１号　新青山ビル西館23階
　　　　　　　　　☎03-3475-1601　FAX 03-3475-1604

会 報

編　集　後　記
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（目的）
第１条　この規程は，公益社団法人広島県獣医師会
（以下「本会」という．）に所属する広島県獣医学術
学会（以下「学会」という．）が発行する広島県獣
医学術学会雑誌（以下「学会誌」という．）の投稿
に関する事項を定める．
第２条　学会誌は , 獣医学に関する領域での臨床，公
衆衛生，畜産及びこれらと関連のある諸問題に関す
る論文，報告その他関連記事を掲載するものとする．
　　なお，各原稿の内容における，症例及び実験動物
の取り扱いは，「動物の愛護及び管理に関する法律」
に照らし，動物の取り扱いに関し，倫理上の問題が
ある原稿は，採択しない．
（投稿）
第３条　学会誌への投稿者は，本会の会員でなければ
ならない．ただし，会員外であっても本会編集委員
会が認めたものはその限りでない．
第４条　学会誌は，各年学会で発表され，学会幹事会
において審議決定されたもの（以下「推薦投稿」と
いう．）を掲載するものとする．ただし，本会編集
委員会が認めたものはその限りではない．
第５条　学会規程第 12条第２項による編集委員会が
必要と認めたときは，特に依頼して投稿（以下「特
別投稿」という．）を求めることができる．その場
合には，第４条の適用を受けない．
第６条　会員，会員外で投稿（以下「一般投稿」とい
う．）を希望する場合，その採否は，編集委員会で
決定する．その場合，投稿に関する規定は，本規程
の適用を受けるものとする．
（編集）
第７条　学会誌は，原則として次の区分により編集さ
れる．「総説」，「原著」，「報告」，「技術研究レポー
ト」等推薦投稿及び一般投稿は，他誌に未発表であ
ることが望ましい．ただし，他誌掲載論文の場合
は，掲載された雑誌名，巻，号，頁と邦文，英文の
要約のみを本誌に掲載する．
　　また，学会誌には，推薦投稿，特別投稿及び一般
投稿のほか，学会案内及び編集委員会が必要とする
学会会務を掲載することができる．
第８条　すべての投稿の掲載順序等は，編集委員会に
おいて決定する．また，推薦投稿，一般投稿につい
ては，編集委員から原稿の加除，変更を求めること
がある．
第９条　原稿は，パーソナルコンピュータを使用して
原稿を作成し，A４判用紙を使用し，１頁を 25字
× 24行として行間をあけ横書きとする．また，や
むを得ない場合は，A４判 400字詰め 25字× 16
行の原稿用紙を用いて作成する．
　　推薦投稿及び一般投稿についての最大制限頁数
は，刷り上がり５頁以内（A４判図表を含む．）とす
る．ただし，特別投稿については，この限りでない．
　（刷り上がり１頁は，400字詰め原稿用紙の約６枚
に相当する．）
（費用）
第 10条　すべての投稿の掲載料及び学会誌発行に関
する費用は，本会が負担する．ただし，会員外の

公益社団法人広島県獣医師会
広島県獣医学術学会雑誌投稿規程

「一般投稿」については，投稿料 6,000円を徴収す
る．また，別刷り 30部までは無料配布とし，それ
を越えるものは，実費を徴収する．別刷りを希望し
ない場合は，投稿時その旨を原稿に記載する．
第 11条　特別投稿については，相当する額の謝金を
支払うことが出来る．謝金の有無及び額は，編集委
員会が決定し，学会幹事会の承認を受けるものとす
る．
（執筆要領）
第 12条　推薦投稿及び一般投稿の執筆要領は，次の
とおりとする．
　（1）原稿用紙は，第９条による．
　（2）新かなづかいを用い，横書きで簡潔に記述する．
　（3）原稿第１枚目に標題，著者名，所属（〒住所）

を邦文及び英文で書き，次いで，要約 （邦文原稿
で 600字以内，英文要約で 500語以内），序文，
材料と方法，成績，考察，結語，

　　　和文要約及び英文要約の末尾に，５語以内で
キーワードを記載するものとする．

　（4）初回原稿の提出は正副各１部を A４版用紙の
印刷物で提出するものとする．受理，査読が完了
後は，修正された完全原稿の印刷物（１部）と編
集可能なデジタルデータ（CDなど）を添付して
提出するものとする．

　　　原稿の提出にあたっては，別紙「投稿論文
チェック表」を添付するものとする．

　（5）外来語は，カタカナで書く．外国人名や適当
な日本語訳のない術語あるいは地名，薬剤名等
は，原綴りを用いる（なるべくタイプ）．学名は，
イタリック体を用い朱のアンダーラインで示す．

　（6）特殊な，あるいは特定分野のみで用いられて
いる単位，符号，略号及び表現等には，必ず簡単
な説明を付けること．

　（7）図，表，写真には，図１，表１及び写真１な
どの番号を付け，本文とは別に添付し，本文原稿
の欄外にそれぞれの挿入希望部位を指定（朱書）
する．図，表及び写真は，明瞭なものでなければ
ならない．カラー写真等を希望する場合は，その
旨明記（朱書）する．ただし，費用については，
原則として実費を徴収するものとする．

　　　なお，編集委員会が，カラー印刷が必要と認め
た写真については，学会誌発行費の予算の範囲内
において本会が負担する．

　（8）章節のはじめかたは，なるべく１２---，１）２）
---，ⅰⅱ ---　の順にする．

　（9）文献は，本文の引用箇所の肩に１）, ２）, ３）
　などの番号で引用順に示す．

　　　なお，末尾文献表は，本文中に引用したものに
限り必要最少限に止どめる．著者名は，２名まで
は列記し，３名以上の場合は，筆頭者のみを記
し，以下は，ほか（et al）とする．

　　　文献の記載方法は，次の例による．
〔雑誌〕
　著者名：論文表題（原則として記述する．）, 誌名 , 
巻 , 頁（西暦年）

　《例》
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　1） 清水亀平次：牛の非定型抗酸菌感染について , 
日獣雑誌 , 36, 507-514 （1983）

　2）Yuasa, N., et al：Avian Dis., 24, 197-201 （1980）
〔単行本〕
　著者名：書名 , 編集者名 , 版 , 頁 , 発行所 , 発行地 
（西暦年）
　《例》
　1） 笹原次郎：最新家畜伝染病，越智勇一編，第１

版，209-212，南江堂書店，東京（1970）
　2） Senll, E.S. and Atkins, E.：fever. In The 

Infiammatory process, Grant, L. and Mc-
Cuskey, R.T.editors, 465-506, Academic Press 
Inc., New York （1965）

〔インターネット資料〕
　著者名（全員列記），論文のタイトル名，誌名，巻，
頁（一箇所のみ），年次，媒体，入手先（URLカッ
コ書き），入手日（「参照」として，年月日を記載）
とする．
　《例》
　1） 永田四朗：犬ブルセラ症の検出法，家庭動物の

感染症学会誌，25,55-65（2010），（オンライン），
（http://www.petzoonosis/article/25/1/1pdf/s），
（参照 2013-04-20）

　2） Williams A : Superinfection of bovine leukemia 
virus genotypes in Africa,cattle doctor, 50, 215-
220（2012）,（online）,（http://www.cattledoctor/
lin/15/12/20/pdf/）,（accessed 2013-05-05）

第 13 条　初校は，著者が原稿の控えを用いて行う．
ただし，校正の際の新たな加筆は，認めない．再校

以降は，筆者校に基づいて編集委員会が行う．
第 14条　投稿は，封筒の表に「原稿在中」と朱書し
書留で郵送する．持参の場合は，受付証を手交する．
　　宛て先　〒 734-0034 広島市南区丹那町４番２号
 公益社団法人広島県獣医師会
　　　　　　　　　　　TEL（082）251-6401
（著作権）
第 15条　学会誌に掲載された原稿の著作権は，本会
に帰属する．
（原稿の処理等）
第 16条　学会誌に掲載した原稿は，返却しない．
（雑則）
第 17条　前各条に規定するもののほか，編集委員会
に必要な事項は編集委員会の議決を経て編集委員長
がこれを処理する．

　　附則
１　この規程は，一般社団法人及び一般財団法人に関
する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定
等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関
する法律第 106条１項に定める公益法人の設立の
登記の日から施行する．
２　この規程は，平成 27年８月 30日に一部改正し，
平成 27年８月 30日から施行する．

３　この規程は，平成 29年１月 30日に一部改正し，
平成 29年１月 30日から施行する．

４　この規定は，令和７年１月 28日に一部改正し，
令和７年１月 28日から施行する．

編　集　委　員　会

阿　部　勝　彦　　荒　蒔　義　隆　　上　岡　尚　民
尾　崎　充　彦　　金　子　宗　平　　柴　㟢　桃　子
髙　尾　信　一　　田　村　慎　司　　西　川　英　樹
森　本　和　秀　　山　岡　弘　二＊＊  

＊委員長　＊＊副委員長　　 　
（あいうえお順）　　 　

＊



問い合わせ先
引受保険会社

〒160-8338　東京都新宿区西新宿1-26-1
TEL.03-3349-5402  FAX.03-6388-0161
受付時間 9：00～17：00（土・日・祝休）

団体・公務開発部第二課
損害保険ジャパン株式会社幹事代理店 株式会社安田システムサービス

〒163-1529　東京都新宿区西新宿1-6-1
                                         新宿エルタワー29Ｆ
ＴＥＬ：03（3340）6497  ＦＡＸ：03（3340）5700
受付時間 9：00～17：30（土・日・祝休）

SJ22-17544（2023.3.13）

保険契約者  公益社団法人 日本獣医師会

多くの会員獣医師の皆さまにご利用いただいてます。

このご案内は概要です。詳しい内容につきましてはパンフレットをご請求いただき、取扱代理店または損保ジャパン営業店までお問い合わせください。

日本獣医師会福祉共済事業各保険
の資料は下記幹事代理店までご請
求ください。
なお、携帯電話か
らもご請求いただ
けます。右のＱＲ
コードからアクセ
スしてください。

獣医師賠償責任保険に自動付帯獣 師賠償責任保険 自動付帯

クレーム対応相談サービスクレーム対応相談サービス
をご活用ください！！

SNS（Googleクチコミや
Twitter）に獣医師や動物病院
の名誉を毀損するような悪質
な書き込みをされたら…

リスクを十分に説明して行った
手術で、ミスはなかったのに、「勝手
な処置をされた」「するべき治療を
しなかった」とクレームを受けたら…

※クレーム行為とは、記名被保険者が
日本国内で行った業務に対して、他
人が被保険者（保険の補償を受けら
れる方）に暴行、脅迫、威力、セク
シャルハラスメント、不退去、偽計、
風説の流布を行うことをいいます。

こういう場合に、お気軽にご相談することができます！！こういう場合に、お気軽にご相談することができます！！

専門相談窓口への無料相談サービス

もし

もし もし

［受付時間］ 
平日の午前10時～午後6時

クレームコンシェルサポートメンバーがクレームに関するご相談に対し、応対方法など解決に
向けた各種アドバイスを実施し、クレームの速やかな解決を支援します。
※ご利用は本保険の被保険者のみとなります。

クレーム行為にお悩みの獣医師の皆さまには
強い味方がついてます！

クレームコンシェルとは、クレーム行為に関するご相談窓口です。

クレーム対応
無料相談サービス
の使い方

加入者証に記載の相談ダイヤルへお電話ください！！
（受付時間 ： 平日午前10時～午後6時）

※クレ
日本
人が
れる
シャ
風説

もし

もし もし

クレーム行為
※により

診療が阻害されたら
…クレーム行為

※により

診療が阻害されたら
…

地方獣医師会の
会員獣医師の皆さまへ

株式会社 ア ス コ
エバルスアグロテック株式会社
ヒ カリサ カ モト 株 式 会 社
広 島 県 薬 業 株 式 会 社

（アイウエオ順）



株式会社 ア ス コ
エバルスアグロテック株式会社
ヒ カリサ カ モト 株 式 会 社
広 島 県 薬 業 株 式 会 社

（アイウエオ順）

株式会社　　　ア　　　ス　　　コ

Ｍ Ｐ ア グ ロ 株 式 会 社

ヒ カ リ サ カ モ ト 株 式 会 社











第 21回 アジア獣医師会連合（FAVA）大会

アジアワンヘルス福岡宣言2022
ワンヘルスは、動物と人の共生社会づくり、生物多様性や環境の保全などによって、地球や社会の持続
的な発展を目指している。
現在、世界では、COVID-19、新型インフルエンザ、重症熱性血小板減少症候群（SFTS）など人と動

物の共通・新興感染症の国境を越えた発生や、薬剤耐性（AMR）が大きな課題となっている。
このようなことから、FAVA加盟国は、連携・協力してワンヘルスを実践しなければならない。
我々FAVA加盟獣医師会及び所属する獣医師は、ワンヘルスの先進地である福岡県において開催された

第 21回 アジア獣医師会連合（FAVA）大会の成果を踏まえ、「FAVA戦略プラン 2021-2025」に基づく
ワンヘルスアプローチを一層発展させ、その実践活動をアジア・オセアニア地域から世界に向けて発信す
ることを決意し、以下のとおり宣言する。

１．新興・再興感染症を含む人と動物の共通感染症の予防及びまん延防止に万全を期する
ため、感染源、感染経路及び宿主対策についての調査・研究体制を整備するとともに、
情報の共有に努める。

２．薬剤耐性菌が医療と獣医療において重大な脅威となっていることから、抗菌剤の慎重
かつ適正な使用を徹底し、薬剤耐性（AMR）対策を推進する。

３．動物と人が共生する社会を構築するため、生物多様性の維持や地球環境の保全を積極
的に推進する。

４．獣医学教育の更なる整備及びワンヘルスアプローチによる国際連携により、WOAH
（OIE）Day One Competencies（獣医師が具備すべき知識・技能・態度）を有
する獣医師の育成に取り組む。

５．医療関係団体、行政機関、市民団体及び大学、WVA、WOAH（OIE）、WHO、
FAO、UNEPなどの国際機関と協力し、ワンヘルスの課題解決と推進に取り組む。

６．アジアにおけるワンヘルスの課題への研究と児童、生徒及び市民に対するワンヘルス
教育の普及のために、FAVA活動の拠点を整備・強化する。

令和 4年 11月 13日 ヒルトン福岡シーホークにて開催された「第 21回 アジア獣医師会連合（FAVA）大会」にて調印。
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